
～ 現在に至る 氏名　塩出　貴美子

　【研究上の特記事項】

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】　（主要なもの）

　【学内活動】（学内職歴を含む・主要なもの）

・平成16～20年度文部科学省私立大学学術研究高度化推進事業・学術フロンティア推進事業「関
西圏の人間文化についての総合的研究－文化形成のモチベーション－」（研究代表者 武庫川女
子大学文学部教授西島孜哉）のサブプロジェクト「近畿諸社寺に関わる社寺縁起の生成と発展」
分担研究者平成
・平成16年度奈良大学研究助成「十巻本『高野大師行状図画』の研究」

茨木市文化財保護審議会委員（平成９年３月から）

書道部顧問

最終学歴

専門分野

所属学会

研究課題

         平成14～16年度　　教 育 研 究 業 績 書

取得学位

1982年奈良大学在職期間

　美術史学会　美学会

　弘法大師伝絵の研究　江戸時代の絵入本及び絵巻の研究

　1981年3月 大阪大学大学院文学研究科芸術学専攻後期課程退学

　文学修士

　美術史（日本絵画史）



① 仏教美術事典 共著

②

③

④

⑤

① 浄土寺藏「弘法大
師絵伝」考－絵巻
から掛幅へ 第七
幅と第八幅の場合
－

② 「多武峯縁起絵
巻」考－解説編－

③

④

⑤

① 「絵の中の空海」 単著

『奈良大学紀要』第　31号

『奈良大学紀要』第33号

『奈良大学おもしろミニ講
座Ⅲ【上】』

平成15年７月

平成15年３月

平成17年３月

東京書籍平成14年７月

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

（その他）

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

項目解説７件を担当

浄土寺蔵「弘法大師絵伝」
第７・８幅が東寺蔵「弘法
大師行状絵巻」第12巻の図
様を基に構成されているこ
とを、パソコンの画像上で
合成することにより実証し
た。

浄土寺蔵「弘法大師絵伝」
第７・８幅と東寺蔵「弘法
大師行状絵巻」第十二巻の
図様上の関係について解
説。

談山神社所蔵「多武峯縁起
絵巻」について、その特質
を指摘するとともに、４巻
43段の詞書及び絵の内容を
解説した。


